
－  25 －

1. はじめに

従来のシステム開発においては，業務の要件を定義した
上で，システムの機能を設計し，それを細分化して開発す
る手法が取られることが多かった。旧川崎製鉄，旧 NKK

のシステムも，ビジネスの変化により都度改修を加えたた
め，当初の構造が徐々に複雑度を増していき，改修に掛か
るリードタイムが長期化する傾向にあった。新統合システ
ムでは，このような問題に正面から取り組み，1つの解決
方法としてデータ構造に着目したアプローチを取ることに
した。本論文では，この設計開発方法について，中核と
なって推進した DB専門チームの活動を中心に，全体像を
紹介する。

2. 新統合システムにおける設計開発方法の
特長

新統合システムの設計開発方法の大きな特長は，データ
を中心に設計開発を進めたことにある。Fig. 1に新統合シ
ステムのシステム開発フェーズと，それにともなう DB専
門チームの作業の関連を示す。

これは，データがビジネス活動の中で存在する実体（も
の）や，実体に対して発生する活動（こと）を現し，ビジ
ネスプロセスよりも構造的に比較的安定しているとの考え
方 1,2）に基づいている。

 この考え方に基づいて，プロジェクトの概要設計段階で
は，システム化する業務がどのように連なり，動いている
のかを図式化した「概念データモデル」を作成した。これ
は，データから捉えたシステムの全体骨格を示しており，
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Fig. 1  Process of system and work of DB special team
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プロジェクト内の共通認識としたことで，基本設計におけ
る検討の土台として活用された。
次の基本設計段階では，アプリケーション（以下，AP）
処理とデータベース（以下，DB）処理の関係について基本
的な考え方を整理した。ビジネスプロセスを反映した AP

ロジックと DB処理を極力分離することで，データモデル
から発展した DB構造を維持しやすくすることを目指した。
実装段階においては，DBアクセスするための専用部品

data access object（以下，DAO）を開発し，Javaの業務コ
ンポーネントから DBにアクセスする際は，必ず DAOを
使用するというルールを定めた。
また，データ項目から DB，DAOまでを一貫で管理する
仕組みを構築し，膨大な DB資源を効率的に管理運用する
ことができた。

3. 開発フェーズ別の工夫点

3.1 概要設計フェーズ

　・概念データモデル
概念データモデルは，サブシステム間のインター

フェースを定めるのではなく，新統合システム全体を
モデリングしたことに大きな特長がある。すなわち，
鉄鋼ビジネスにおける「注文を受ける」「作る」「届け
る」「代金を回収する」といった販売・生産・流通の
全般を対象にモデル化することで，部分でなく全体と
して最適なデータ構造の実現を目指した。

また，もう 1つの特長は，データモデルとしての表
記法にはこだわらず，モデル上に現れる用語に細心の
注意を払ったことが上げられる。プロジェクトメンバー
の共通認識とするためには，開発ドキュメントとして
の精緻さよりも，ビジネス活動の中で安定して存在し
ている実体（もの）や，実体に対して発生する活動
（こと）の本質を適確に表現することが重要と考えたか
らである。
実際のモデルの作成は，プロジェクト開始の半年前

から以下の手順で実施した。まず，業務担当者に現行
のビジネスプロセスを説明してもらい，将来のビジネ
スモデルまで議論して，「初期モデル」を作成した。
次に，「初期モデル」のエンティティについて，それが
管理すべき対象か，単なるものの見方なのかを整理す
ることで「ブラッシュアップモデル」を作成した。こ
の間さまざまな表記方法でデータモデルを記述したが，
最終的には Fig. 2に示したような形で概念データモデ
ルを完成させた。
概念データモデルでは，合計 304エンティティとそ

の関連から成り立っているが，そのうち主要エンティ
ティを示した基本モデルが Fig. 2である。

3.2 要件定義～基本設計フェーズ

　・APとDBを分離するアーキテクチャ
システムの柔軟性を確保するため，ビジネスロジッ
クとデータアクセスを分離し，APの変更要件が直接
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Fig. 2  Conceptual Data Model (Basic Model)
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DBに影響しないアーキテクチャを確立した（Fig. 3）。
このアーキテクチャでは，APのビジネスロジックは

DAOを経由しないとデータアクセスできない仕組みに
なっており，これによりデータアクセスの一元管理を
行うことに成功した。
またこのアーキテクチャは，ピーク時には 1 000名
に迫る要員が設計・開発を行っている状況で，プログ
ラム記述方法や品質レベルが左右されないようにする
目的もあった。

3.3 設計～実装フェーズ

（1） データモデルの発展系としての DB設計
エンティティを，新統合システム全体で共用する

『共有層』と，個々の AP内で利用する『固有層』に分
類・差別化して設計した （Fig. 4）。
『共有層』は，システム全体で共有するエンティティ
で，正規化作業を入念に行っている。また，開発サイ
クルを通して，概念データモデルを極力崩さないよう
注意を払うとともに，実装・運用に至るまで手厚い保
護をしている。
これに対して，『固有層』は基本設計以降に各 APに
閉じた形で設計され，処理効率などの要件に柔軟に対
応した。

このようにエンティティを分類・差別化して管理す
ることで，システム全体の構造担保と個別 AP要件の
両立を実現した。

（2） データアクセス部品の一括開発
APと DBを分離する考え方を踏襲し，アーキテク

チャを実装においても徹底するため，DAOについては
DB専門チームで一括して開発・管理した。

DAOは DBアクセス言語 structured query language

（以下，SQL）と SQLを制御する Javaにより成り立っ
ているが，SQLはその記述方法により，出力結果は同
じでもパフォーマンスや変更の容易度に差がでやす
い。DAOを専門チームで統括的に開発・管理すること
によりこのリスクを回避し，高品質の部品を AP開発
チームに提供できた。
また，APと DBを分離するアーキテクチャの採用

と，DAOの一括管理により，従来システムでは制御し
切れなかった『データアクセスの中にビジネスロジッ
クが紛れている』状態を排除することができた。

（3） データ定義～ DAOまでの一貫／一元管理
DB周りの資産一式を DB専門チームが一元管理し

たことにより，データ項目，エンティティ，DAO，
テーブルの生成・変更を一連のワークフローで運用す
る仕組みを構築することができた（Fig. 5）。これによ
り効率的で漏れのない管理を実現し，APの開発と常
に同期をとった DB環境を提供できた。

Fig. 5には各分野での管理数も明記している。通常
システムと比較すると桁違いに多くを管理する必要が
あるため，フロー全体で可能な限りの自動化を実施し
ている。
辞書ツールを利用してすべてのデータ項目を定義・
登録した上で，論理データモデルを作成した。論理
データモデル作成は専用のモデリングツールを使用し
ており，この際，必ず辞書ツールに使用するデータ項
目が登録されていることをチェックしている。
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モデリングツールは，自動的に物理変換を行うこと
が可能で，テーブルを生成する定義体 data defi nition 

language（以下，DDL）も自動で生成している。新統
合システムでは，論理モデルの項目名は日本語で，物
理モデルの項目名は英数なので，論理から物理への変
換は辞書ツールから出力されたデータをモデリング
ツールに取り込むことで実現している。
生成された DDLは，単体テストから本番に至るま

で全環境で利用することができる。どの環境に，どの
バージョンで，どれくらいの容量で作成されているか
の情報は，台帳で管理されている。この台帳からテー
ブルを作成する仕組みを構築したため，APからの DB

実装要望にも迅速に応えられるようになった。
モデリングツールは，DDLの他に定義体を XML形
式で出力することもできる。この XMLデータを利用
して，テーブルのキーを指定したデータの生成・更新・
削除・検索を行う基本的な DAOを自動生成する仕組
みまでを構築している。全 DAO数 52 000中の約
40 000の部品はこの自動生成の仕組みにより生成され
ている。

（4） チューニング，DB運用
DAOによるデータアクセスの一元管理と，DB周り

の一式を管理したことにより，効率の良いチューニン
グを可能とした。
ある画面処理が遅いと，その画面がどの DAOを使
用しているか，その DAOがどの SQLを使用している
か，どのテーブルを使用しているか，など DBアクセ
スに至るまでのすべての処理が DB専門チーム内部で
追跡可能である。遅さの原因が DB側やデータアクセ
ス方法にある場合には，チューニング自体も DB専門
チーム内で完結して行うことが可能となる。
また，実装局面において生成した自動化するツール
は，運用局面にも生かされており，約 7 000テーブル
のバックアップを日 2時間，週 14時間でスケジューリ
ングしている。時間内に収めるためには，各テーブル
の更新頻度などを勘案して，定期的にスケジューリン
グを変えていく必要があるが，このようなときに自動
化の仕組みが効果的に働いている。
バックアップ以外の DB管理もほとんどがこの仕組

みを流用して運用されている。

4. 評価

データとデータ構造を中心に据えた開発設計手法を採用
したことは，プロジェクトの成功に大きく寄与した。

プロジェクトの初期には，データモデルが全体の羅針盤
の役割を果たし，旧川崎製鉄，旧 NKKの業務要件こだわ
らず，新しい業務モデルを設計することに集中することが
できた。
開発過程では，データ項目，DB，DAOを一括集中管理
することで，常に各資源の整合性を保ち，AP開発者に対
して信頼性の高い DB環境を提供できたことでシステムの
品質確保に大いに貢献した。特に，大規模システムである
新統合システムでは，細かな変更は日常的に発生していた
が，その中で 70 000以上のデータ項目，7 000以上のテー
ブルと 50 000以上の DAOを一貫して整合性を維持できた
ことは大きな成果であった。
柔軟性をどこまで確保できたのかは，これからの検証に

なるが，2006年 4月には新統合システム稼働後初めての組
織改正対応を行い，リスクを回避するため本番環境相当の
環境を一時的に作成しリハーサルを行った。従来のシステ
ムで同じことを実施するのは不可能に近いが，一時的な環
境を 2週間足らずで構築したのは新統合システムの柔軟性
を表す最初の事例といえる。

5. おわりに

新統合システムにおけるデータ周り一式を APから独立
させた組織で運用・管理した DB専門チームの役割と作業
内容について述べた。概念データモデルに端を発し，それ
をそのままデータと APを分離させた形で実装・管理し，
今後の維持管理までをも 1チームで担当することにより，
柔軟性に富んだシステムを効率的に開発でき，安定した形
で運用できている。今後もこの形を守り続けると同時に，
本社以外の地区，グループ会社へ展開していきたい。
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